
 

   

 

 

 

【一般質問】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

質問）選挙戦で市長が掲げた『持続可能なまちづくり』とは、その必要性と具体的な処方箋は？ 

答弁）人口急減・超高齢化、人口の東京一極集中、予想される厳しい財政、そのような状況の中 

   予算の選択と集中、インフラ整備の改廃対策などを行う、連携・スピード感・見える化をキー

ワードに効率的な行政サービスの提供を目指します。 

 

質問）『持続可能なまちづくり』実現のために『公共施設等マネジメント計画』と『立地適正化計画』 

の 2つの計画が重要であると考える、2つの計画に対する市長のスタンスは？ 

答弁）持続可能なまちづくりの実現を目指すためには、双方の計画を柱として、その他の政策とも連

携しながら、推進していくことが大変重要と考える。 

 

質問）砂沼サンビーチこれまでは廃止へ向けてのソフトランディング（使えるまでは使って限界が来 

たら閉鎖）が方針であったと理解しているが、市長の交代により県との話し合いは進展がある 

と考えてよいか、民間委託を県に検討してもらう考えはあるか？ 

答弁）今後 1年間で方向性を打ち出していくこととなっている。県による民間委託発注が可能かどう 

かも含め、県の意向を確認していきたい。 

 

質問）工場誘致の促進と農作物のブランド化は稲葉市政の大きな功績であると思う、これは引き続き

推進発展させていくと思うが、どのように取り組まれるか？ 

答弁）企業誘致には当市は高いポテンシャルがある（都心から 60㎞・圏央道の開通）市長が先頭にト

ップセールスに取り組んでいる。 

   ブランドは生産地に対する信頼によって成立すると考える、信頼を得られるよう生産者等と力

を合わせ取り組んでいく。 

 

質問）ワイワイドームは市民協働政策の中心を担う施設へ成長したと考えるが、その有用性をどう考 

えるか？ 地域に人の流れを作り出すという効果についてはどうか？ 

答弁）まちづくりの担い手育成にも取り組んだ成果、今後も市民協働や公民連携・民間主導により有 

効活用してまいります。 観光交流センターも合わせ新たな交流人口が発生、公共投資を受け 

て民間の開発も追随している、この流れを確かなものとするため『地方再生モデル都市』の事 

業を推進していく。 

2018年 夏号 

下妻市半谷７７３－３８ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０２９６－４４－６２４４ 

菊池市長就任後初の定例議会のため改めて市長の考えを問い、今後の下妻市の在り方を考えました。 

質問）下妻市には民間団体等が使える会議室等はどれくらいあるのか、一覧で把握することの出来る 

   ものあれば非常にありがたい、ある民間団体の新会長からそのような話を頂いた。 

   収容人数・料金の有無と価格・利用可能な時間等をまとめた一覧表の作成は可能か？ 

答弁）民間団体が利用できる公共施設は各課多岐にわたる、利用可能施設が一覧できる状態にないた

め、本来利用できる施設が選択肢から外れてしまう問題がある、今後作成してまいります。 
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    アルバイトを募集いたします 

 

年齢：高校生～ 

期間：7月 21日～8月 31日まで 

性別：女性（お化け役） 男性（受付） 

時給：800円 

時間：11：00～16：00（30分前には会場入り） 

 

申し込み方法： 

 実行員会電話番号に連絡 

いただくかHPフォーム↓→ 

から申し込み下さい  ↓ 

 

http://xsptc687.wixsite.com/asobiz/about 

 

 

http://xsptc687.wixsite.com/asobiz 

 

会場は波のプール裏！ 
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